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害警少年務談窓/害警少年隷内

青少年相談 z青少年相談員・平日、自時-16時 e

嬢E竜寺寝室資援/綴濁主主lX行政セン')1-
童女宵相談@滋i車月 e 水。金(~時-1百時〉土

史通事故相談・毎追求櫨日・ 10時 -161時 ζ8時 半

宅J由建物相談・毎月第1金 .10時'-16時 (8時半受付書記録有〉

法 措 椙 議 ， 毎 月 第 ふ 帯3、第4金瑠日.13時 -16時
(8時半受付人数制限有〉

内職相談・毎週火理由、木市議問。百時-16時
高齢者犠禦相諜骨毎月第1、第3木瀬田 .10時 -16時
交通事絞相識 e欝苦翠月 lO碍~l邸時，場所交i襲安全協議内

T害E受領談室霊/r官役所管(22)1100 

一場虫f丘庫相説，舟護士・忽月第 3 火曜日・ 131時~1ßI時〈人数時j植民侍〉
人擢法侵卦宮談，人搭探議委員・鯨月第 1 土昭司 .131苛~16時

行政苦情相鴎・行政相談員・銭月第1寸曜日

華筆記相談陶司法曹十 a毎月第2金隈B・

培貫主建物相互炎勉弁護十盆毎月第1金曜日ー 13時-16l品〈人数制限~有コ

発綴考粟ど特許J栢 A 弁理士 m 怒月第2;置自の月憶臼 .10時-m持
下請取引巡隠あつぜん，県工芸む置興会議員・臨月第 3;千二事霞813時部ヤ

務費生活相談・消費生れコジすん占ント.!ai島水曜日ー 10時 -]5時

領役会重量内相談室
心配むと相談・晶週月曜日仁欝5を謀長<)13時 -15時
母子相諜・母子相談員・平日、車時-15時30分ゃ常設

理主主児童量椙談ー家庭用竜童相談員 2 平田、 容常'-16時・常設

。驚付帯腐の響いて晶るもの以外は季語談罪者鵠時律事Jから受付
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-3Jヲ暮らしの中の余暇

午前の部修毎月第 1木i径回 .10時10分-12時

午後の琵1 ・ 4迂i還金需塁 13 ・ 13ß侍30分~15時30分

Z署事らし白教養鶏E韮 o申込み・客車諮7州立引きでセジ虫}まで@

信;~火眼目午後 1 時3日分~3時3f分までO類自と内容・ 4 月 11臼

ミニミニDフオ」ム.8日斜理のコYとポイントー 15臼毒事らしと

イジテlJア.22日奥さんも電気冨吉ん

神奈111空襲平塚消費生活セン'}il-

富士見s公民館

大神寄木神社

フ0ff公民館

三間f海宝主

主主晶玉主主主諮

問石前公菌

根坂間育協院

中長買大怯手

第二倍以J分 間

須賀公民館

豊司公民館

構内会民鍔

塚保健所

ヰ月 S関(沼〉
午前11日寺~守後 3fl奇

雨天中止

湘南平
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'ずイズカラ}の吉百〈キ γピホ以上軍覇

占有ライド3Eミ')以上コ

白黒の器， (4:ノi刀〉

く〉応募方j宏 5月15日までに平康市観光協

会〈浅間盟了9-1)か市内カ

メラ留組合加盟活

〈怨〉

す紅谷箆 100f'l
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く〉婦人体力づくり教室

Aコース 4 月 17E1~6 月初日係i濫月、木

Bコース 4 月 18日 ~6 月 27日毎週火、

己コース 4 !-1l 9 日 ~6 月28 日毎旦;K" .:lニ

さま担説部品:いずれも 10帯~1l尚一'305子

。一般男女成人体力づくり体操

oコース 4 月 18 日 ~6 J'J 27EH草花氏、会

京時間は13時30:分~15f時

@会 場見附台掠育館

φ事襲人員各コース共40名
φ受 付 4 月 2 日 ~10日までに見附合fぶ

ただし略語と本人以外o
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E土窮地区3

4月 28 上二惚領部落虫、惣領分芭)~務会
3日大庶子分部落会

4臼，大寺分自3m，会

E吉沢地区1
4J'l5日 上吉沢部落会

7日 中吉沢部落虫、下E苦渋部尾高

Z金包地区1
4月 9日 ゴteOZ慢部落会、中久保部務会、大

久楳f諸島全

10日 真[6東部自世会、真由西部自拒会

11日 太田自治会、坪之内部落会

128 摺之内自治会、根下自治会

14沼 11;111丹治会、青銅丹治会

15臼 片岡自治会、千三白谷自治会

Z旭地[玄3
4月17日 公所白治会

18日 銀主主問自治会

19日 出縄自治金

21日万回問治会

22尽 i苗夜間治会、横渋ゴム布、延担宅向

治会、万国fl立、自治会

23日 上山下自治会、 F山下自治会



官 経 8昌幸治 拡設問主主仁三やュ

ク'))を続営しておられる井上主主

平さん (28講〉と悲枝さん (24議〉

めた女。現在9かtJで体重

九、身長76苧のメ々太ったジヤジ

ポ赤ちゃん。

帯地ちゃんは、はいずるのがき

らいで、いつも訟行おで〈やるぞる

'"る。おばあちゃんて82議コが遊

ぴ 相 手 だ が 、 ど ろ は 盤 ぐ な っ た

寄識ちゃんを指〈ことができなく

なったモうだ。相年 6 月 10臼~

霊器対象・初出 接持、引II二点

手ヲ呈，~T5 芯巨日 ζ1JI九九百
め開|頭 ε2'''1うつるラ

.tGtJU 昨 年 ι貯をフピ;した幼

児 l1 ラ

襲撃時間・ 1:時30汗~1 民士で。 7こだ
し波打]σご去ょ

霊童)i({n在日選

(1岳民〉

6 ! J 9 li 干らヰ

万全行J2ミ可

。10[-1 只"，コ
4シ大公

①ホーん、会議宅、立、 ';:'IRlされろnの 8か門戸:1

から受付けますー

をお調べにな白、

ださい。

・朗読者の住所、氏名、道話醤号

a 担当者の氏名〈ホ}ノレ・会議需の郎内ヲ

・催し物σコ内将、集会人主号、入寂τ券干の有無、入場斜

金等について

6 FJ168 平堪[京健所

そfl'!1
ク 17日 r1-:鼠先日前門会民館

タ 1813 i旧民開

中央使協こf持

タ 19円 者初とfミミ針ペ 匹5貴官
タ 20H メ野川口

j 白、
タ 301'[ 郁件百則

〉ご上久ト会fと

HH  fCI とポfち[色生J

決之内仁

dラr1 ']7単

?' 3 U で受l

芦松町、

i事

護費ヌす象，明 1期 接存戸川いにr戸~ 6か

バキぞ奈子唱し ζ、 2 "吃〆出可ノ)摂幼児

ぐ摺 2 そげられ去せん〉

護軍時f苛.13r昨うす~:にまで。 ただ

しXL~jの玉三土1 ~if1ケ ___1 滑子。

聾富日程

9 j-H9f1 仙台iてノリC'.l"iA.ll組合

ガ~ノrji 史

ク 22U 平二ぷ「ぷグ7
貧と許可

ク 23H ノロ円タミ}占定u 大Itf::!~Iで委

(禦U'"コ
9 FJ26日 沼公革主貧富横内部地集金

場 氏中央農協ゴ二沢支f茸

タお臼平塚保熔所京金田公l'i&

館 民主華街公民銀

10月 1日 須賀公民鰐大野公民貧富

);(松原公民館

ク 2日花水公民館神田公民館

民誠路公民館

l' 3日 中原公民貧富

タシ 6百 八幡公民館

(' 7日 平塚市民病院告白公民主

館法w敬語公民館

翻ヌ3謀稲 1歳ま芭の赤ちゃんなら

どなたでもそげられます。当日は

翻時間。 epf可!9，時30分~1任時30分

4バ 3B 持品公史館

。10臼 構内団地構会均

ρ11臼 市役所B会議主主

タ 17口 問符公民鯨

l' 24臼 古沢公伝授富

5)-I1EJ 壬之上Eiとa!沼
タ 8 コJ子公棺

" 9日 提 所B'工会議官

ク 15[1 暁 [fJ公民館

-7 2Zf1 金同会民主宮

6Yl日 主出品公Ws富
タ 12Ll 構内団地壊企持

タ 13FJ 市役岬B会議4土

タ 19H Jl'"，:II崎公E二時

タ 26日 前沢公民間

7 n 3上{i-三旧公民間

タ 10日 二上一副長とDミ百1

予妨接穫の昇司会せ
予防接持についての問合せはなる

べく々日:j[l"にお願いいたします。

を采寝所八の車はご遭躍を

平 対 町 士 喜)::L-f-J土語がありません

l私立のお山iJ，けはとき道草〈ださい。

手しン検診

部(珪釘'l謀では、 5担『プガ7ンの検n詑今を

行なつていま

うそ受け〈ナ門fさいロ回世jは 1:~払今

30分から。吊明表が多い.ifJAは先詩

50名で締め切ります。

4 日
夕 17Ci
5汀 8fI I公E京会i巳M
* 15日 公 公f'(j気5
6 J15 H 神公民問

ク l2H 横川問地管ミl毘

7}J 3 人 夕 刊

タ 1011 斗←

幻 '11111111"'II，lIil文 芸議 会 1IIIIIIIIIIIIIIIlIHII

く〉とさ 3月29B
'1々1仏ヲ}"-' 3 11o'307} 

く〉ととろ
(Tt.ffi'.d~ンター民側〉

:ァて入場無料 希守与散場合はjtof}j12C名で

締め切る

E三意院dコワ宮1磁器を山検して。山寺えられなかっ

た事後が次kIニ

部 第 lfffUt;J!悶ちま藍
~，- 基金銭受盤美栴史家

出水常雄E号

主主繍 市ネ土品数膏書家成人教育害義仁22) 告書 肉離特ア



主主蝿 平揮了間防度協会

重量殺懐遼

尾崎紅葉・幸田露伴 a石構思案等

と相識担、 wl治21年、処女伊「銭

融の尼駒語j者発表した。

E耳治'22年には、事翠庭草革対 e町葉

山人等にffiしで新著百種のうちの

松花録、」この場「花ふ Y:'きj下の

場「松の嵐j主主刊行した。 wl治22

Z耳治均年

2'Zl 

eヨ?時三味

さ 平塚市上平塚の天台宗宝積院の

主主豆域に、偶者窓崎拡主主(1819-59)

5とその夫人、主主ぴに拡堂の子宮崎

E三棋とその家族の塞がある。

E 拡 主 主 の は 沼 野 市 之 悲 夫

芸人のはた措淑民峰主主君護ミ 三三時

三と家族の石碑にはミ喜司会一島と

きあるa 倶企γ 践は「ともに一揖に

王会う」である。

き 湾阪本邸主主はjJm望f主金沢の人で、

きむ;戸の橋家芳野金生主 0801-78)

~ -，こ恋仲て学び、静められてよ平塚

芸の地に成器主主を潟き、青少年を策

Eめて漢籍詩文の教授をした学者。

吉夫人は長持村の問中誌であったが

さ課哉5年(1853)に揮った。ょっ

さて後添えを中鼠宿の武田家からi盟

主 え 、 安 政S年 仁1859)皐月男児を

三生んだ。 1mち宮崎三献である。

三 宮崎三肢は名を環穫といい、東

E主主邸範学校に学び、漢学を父の照

E 芳野韮設立に嬉めたという。照治12

5年(187の 22歳のとき東京日日新

5墨書 C現在の短日薪機会土〉に入社し

きた。次いでやまと新告書、二大盟主宰耳臼

。薬M高官…“?名

・資格昭和相年3月以降に大学

を卒業、または昆込みの

者で築斉u掠免許を有する

者または取舟見込みの者

。検査技筋〈務翠)2名
昭和~8年 3 月 I;J，~そに大アテ主また

は銀大を卒業、またはEも込み

〈または補生〉検
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<>巡沼田草壁 3月16臼〈日〉岡崎地lZ自治会

jlilJo，g楚昔話前@午後ふ巴み聖子自治会豊富〉

26日0;:)勾釘高砂寄料、とと

/30日仁日〉横内拠号室自治品

内部若草公民館、午後横内部地集会場f:iiJ)

町一一一一一く〉一一一一一-0ー伊ー…一一

00ご協力品むがとうございましたく〉く〉

パイロット機工75耳、江南高校 RC1l6京、 三協化

学54:4豆、三之共化成工業103木、 モタダ.ジプ三ヨラステ 3ツYクコヱ: 
業叫茸本三、住友麓機誠エ業7乃9ヌ窓伝
牢塚なでしζ 三云?イオンズクご3ラフプ，'8幻2三本手主三除

'llHJlIJlJtI季最善葉/11護岸をあるく i州州制

3月23日〈日〉
。集合場所神間公民宣言

て方木行のパス、白村十三子路下車5
〆〈雨天のjj主主守lC時から神田公民館-c;スニラ

イドと講話

ぐ〉集合時間 9時30分

く〉持ち物弁当、ノλ官官、フロシニニ等

合意 塑照斜

く〉講 師高瀬1"23'民

は取得見込みの者

。応募方法 3月日までに

申込書(駿員揮にある〉を職

員課職員保に提出を。

議磯市ネ土金教育署警 (22)17ω 肉親綿喜
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